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薬学研究科 

大会議室 

参
加
者
の
感
想 

定
量
の
歴
史
か
ら
最
新
の
知
見
ま

で
、
わ
か
り
や
す
く
勉
強
さ
せ
て
頂

き
、
定
量
法
の
選
択
枝
が
ま
す
ま
す
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
き
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
今
後
は
、「
よ
り
安

く
簡
単
に
確
実
に
」
を
追
求
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活
発
で
、
非
常

に
良
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。 

 

タ
ン
パ
ク
質
の
網
羅
的
同
定
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
の

手
法
が
、
定
量
的
な
情
報
も
得
る
こ
と

で
、
更
な
る
生
命
科
学
の
発
展
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

iTRAQ

法
や

mTRAQ

法
を
実
際
に

開
発
し
たChristie L. Hunter

博

士
よ
り
最
新
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

開
発
に
つ
い
て
聞
け
た
こ
と
は
有
意

義
で
あ
っ
た
。 

今回、Hunter 博士には現在までのプロテオミクス技術の歴史

に加え、定量プロテオミクスの概説やその技術を用いた最新の

研究成果をご講演していただきました。ICAT や iTraq 等の定

量的プロテオミクスの手法を説明していただき、これまでの問

題点の解決法や今後解決していくべき問題点なども明らかに

してくださいました。現在、私たちの研究室では定量的プロテ

オミクスの手法を用いて研究を行っているため、知識を深めそ

れを今後の研究に活かしていく良い機会となりました。定量的

プロテオミクス技術は日々進歩しており、Hunter 博士はその

最先端で技術の開発をおこなっているため、今後新たな技術を

開発された際にはまたぜひご講演していただければなと思い

ます。 

   小渕 航（薬学研究科薬物送達学分野・大学院生） 

 

 

   
 

各
質
問
に
対
し
て
、
大
変
丁
寧
に
回
答

さ
れ
て
い
た
博
士
の
誠
実
な
姿
が
印
象
的

で
し
た
。H

u
nt
er

博
士
は
、
質
量
分
析
装

置
最
大
手
の
会
社
の
開
発
責
任
者
と
い
う

こ
と
で
、
現
場
に
即
し
た
話
の
聞
け
る
貴

重
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。（
支
援
室
） 

寺崎先生から感謝状贈呈です 
真剣な顔・顔・顔・・・質問も多数出ました 

終始笑顔で、丁寧な説明の博士 


